
大 会 要 項 

1.  大 会 名 ＫＦＡ 第 37回サッカー選手権大会 

（兼 天皇杯 JFA第 102回全日本サッカー選手権大会代表決定戦） 

2.  主  催 一般社団法人鹿児島県サッカー協会・南日本新聞社 

3.  主 管 ＫＦＡサッカー選手権大会実施委員会・鹿児島県サッカー協会事業委員会 

4.  共  催 共同通信社 

5.  後  援 鹿児島県・（公財）鹿児島県スポーツ協会・鹿児島市 

6.  協  力 株式会社モルテン 

7.  期  日 ＜1回戦＞2022年 4月 23日（土） ＜2回戦＞4月 24日（日） 

           ＜準決勝＞5月 3日（火・祝） ＜決勝＞5月 8日（日） 

8.  会  場  県立サッカー・ラグビー場  白波スタジアム 

9．大会基準要項 

① 本大会の競技方法はトーナメント方式とする。 

  ② 本大会は県協会が認めた推薦チームと地域代表チームとする。 

    ≪出場枠：Jリーグチーム（スーパーシード）・前年度優勝チーム又は前年度準優勝チーム 

         1種社会人推薦(1)・1種学生推薦(1)・地域代表(2)  6計チーム≫ 

③ 本大会の参加資格は次のとおりとする。 

ア.  チーム 2022年度に本協会の 1種に加盟登録している団体（チーム）であること。 

イ.  選手 当該チームの登録選手であること。なお、本大会は「クラブ申請制度」を適用する。 

ウ.  出場チームの選手については、4月 1日（金）までに登録（移籍含む）鹿児島県サッカー 

協会の承認手続を完了しておくこと。尚かつ、地域大会に登録した選手は本大会出場チーム 

への移籍はできるが、本大会への出場は認めない。 

④ 本大会の表彰は次のとおりとする。 

    ア． 優勝    表彰状・優勝杯・盾 

    イ． 準優勝   表彰状・盾 

  ⑤ 本大会の経費は右記の収入による。   ア．参加料  イ．補助金  ウ．広告料 

⑥ 閉会式（表彰式） 

      閉会式（表彰式）は 5月 8日（日）決勝戦終了後 同会場で実施。 

10．大会出場手続き 

   ① 本大会の参加申込みとその期限は次のとおりとする。 

      １種推薦チーム・地域代表チームは 4月 6日（水）までに、「kick off」にて大会エントリーを完了し、プライバシ

ーポリシー同意書（押印済み）を 4月 6日（水）までに鹿児島県サッカー協会へ送付すること。 

② 参加料 

参加料は 15,000 円とし、4月 6日（水）までに口座振込すること。なお、納入された参加料は理由の如何にか

かわらず返還しない。また、地域代表決勝大会で代表権を獲得したチームについては本大会の選考大会と

みなし、参加料は徴収しないが広告料は徴収する。 

11．競技実施方法 

  ① 試合の組み合わせ 

    ＫＦＡサッカー選手権大会実施委員会で抽選する。シード枠は「Jリーグチーム（スーパーシード）・ 

前年度優勝チーム又は準優勝チーム」とする。 

② 競技規則 

ア.本大会は 2021/2022年度（公財）日本サッカー協会競技規則により実施する。 

 



 

イ. 出場するチームは日本サッカー協会発行の選手証（KICKOFFから出力した選手証・登録選手一覧 

を印刷したもの、または、スマートフォンや PC 等の画面に表示したものを示す）を会場に持参

しなければならない。ただし、写真貼付により顔の認識ができるものであること。 

試合前に本部で確認を受けること。選手証を不携帯の選手はその試合に出場できない。 

    ウ.選手の参加申込みは 35名までとする。なお、各試合のエントリーは 20名までとし交代は 9名 

登録の 5名（競技中の交代 3 回）までする。延長戦において、その直前の 90 分間の交代人数お

よび交代回数と合わせて、最大 6名かつ合計 4回（ただしハーフタイム、延長戦開始前および延

長戦のハーフタイムを除く）までの選手交代を行うことができる。 

    エ.外国籍選手とクラブ申請制度を適用するチームは 1チーム 5名までエントリーでき、1試合 3名 

      まで出場させることができる。 

    オ.参加申込書提出後における選手エントリー及び背番号の変更は一切認められない。 

    カ.チームのユニフォーム（ゴールキーパーのユニフォームを含む）のうちシャツの色彩は、審判員    

が通常着用する黒色と明確に判別し得るものでなければならない。 

③ 本大会の試合時間は次の通りとする。 

ア. 試合時間：90分（前後半 45分） ※1回戦から延長戦、PK方式を実施。 

    イ. ハーフタイムのインターバル：原則として 15分以内とする。（前半終了から後半開始まで） 

      ただし、決勝戦についてはハーフタイム 15分確保とする。 

    ウ. 延長戦に入る前のインターバル：3分 

    エ. 延長戦：20分（前後半 10分） 

    オ. ＰＫ方式に入る前のインターバル：1分 

  ④ その他 

ア.主審より退場を命じられた選手及び役員は次の 1試合の出場を自動的に停止する。 

その後の処置については、本協会規律フェアプレー委員会で決定する。 

イ.大会期間中累積された警告が 2回となった選手は、自動的に次の 1試合の出場を停止する。 

ウ.未登録または二重登録などの不正選手が出場していた場合、それが判明した時点で当該チームを 

      失格とし、相手チームの勝ちとして試合を打ち切る。しかし、既に行われた試合にまでさかのぼ

り適用しない。この当該チームの懲罰については本協会規律フェアプレー委員会にて協議のうえ 

 裁定する。 

エ.大会に参加を申し込んだ後の棄権は一切認めない。棄権したチームは次年度の大会には参加でき 

      ない。棄権以後の処置については本協会規律フェアプレー委員会で決定する。 

12．監督会議 

  ①  4月 9日（土）の監督会議には参加チームの代表者または責任ある代理人 1名が必ず出席すること。 

  ②  監督会議に出席しないチームは大会参加を認めない。やむを得ない事情で参加不可能になった場合

は直ちに本大会の実施委員会に連絡し、実施委員会に対し改めて文書にて理由書を提出すること。 

     実施委員会は提出された理由書に基づき、本協会規律フェアプレー委員会が決定する。 

③  会場：Ｗｅｂ会議（ＺＯＯＭ）※後日ＵＲＬをお送りさせていただきます。 

時間：１７時から（予定） 

13．参加上の注意 

主催者は参加者の負傷・疾病等、又は駐車場内で起きた事故等については一切の責任を負わない。 

尚、競技者は健康保険証を持参し、又スポーツ障害保険に加入している事。 

14. 優勝チームは、天皇杯 JFA第 102回全日本サッカー選手権大会に出場する義務を負う。 

15. 付記 雷・台風等の自然災害時においては可能な限り限られた範囲内で最大限大会を実施する。 

 



 

実施不可能と判断される場合は大会本部と実施委員会において対応を決定する。 

対応策が無い場合は抽選で決定する。 

今後、新型コロナウィルスの感染拡大により県などからイベント自粛の要請などがあった場合は、大会を

延期することもあります。延期後、大会再開の目途が立たない時は実施委員会において対応を決定する。 

対応策が無い場合は抽選で決定する。 

16. 新型コロナウィルス感染症対策 

  別紙を参照して下さい。 

17. 大会に関する問い合わせ先 （一社）鹿児島県サッカー協会 TEL：099-259-6856 FAX：099-259-3478 


